
  

 - 1 - ※無断での複製・転載・再配布禁止 

 

教員

• お知らせ/メッセージを作成/公開

• タイムラインに書き込み/教材作成

と公開

学生

• お知らせ/メッセージ、タイム

ラインを閲覧

• タイムラインに書き込む

教員

•閲覧状況を確認

•学生による投稿を確認

お知らせ/タイムライン 

～連絡ツール～ 

 

お知らせ・メッセージ・タイムラインでできること  

お知らせ：一括投稿機能で複数講義へお知らせを出すことが可能 

メッセージ：メール通知ができる他、個別での連絡も可能 

タイムライン：シンプルな操作で教材のアップロードやメッセージの投稿が可能 

タイムラインのメッセージは履修生による書き込みも可能 

 

作業の流れ  

 

 

 

 

 

作業の流れ  

WebClass にログイン  

① 神奈川大学公式ホームページから、[教

職員の方]をクリックし、[業務関連ペ

ージ]の[MNS Web]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

② MNS Web が開きます。 

上のメニューバーから[WebClass]を

クリックします。 
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③ [ログイン画面を表示する]を 

クリックします。 

 

④ WebClass のログイン画面が表示され

ます。 

MNS アカウントとパスワードを入力

後、[ログイン]をクリックします。 

 

※MNS アカウントおよびパスワードが分からなくなった場合は、神奈川大学から付与され

ている身分証をご持参の上、各キャンパスの MNS カウンタにお問い合わせください。 

参考情報：その他のアクセス方法  

MNSWeb 以外にも、WebClass ログイン画面にアクセスする方法があります。 

 

●WeBSt@tion のトップ画面から 

WebClass のログイン前画面へアクセス  

することもできます。 

 

 

 

 

 

●WebClass のログイン URL から直接アクセス 

【URL】https://kulms.kanagawa-u.ac.jp/   

https://kulms.kanagawa-u.ac.jp/
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お知らせ  

お知らせの作成・公開  

① WebClass にログイン後、時間割表か

らお知らせを出したい講義を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

② 講義のページに移動したら、画面右上

の アイコンをクリックします。 

 

 

 

 

 

③ お知らせメニューから「新規投稿」を

選択します。 

 

④ タイトルと本文、その他必要に応じて

設定をします。 

※コース管理者とは、講義の担当教員を指しま

す。 
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⑤ 最後に[公開]ボタンをクリックします。 

※公開済みのお知らせは「公開中」と表示され

ます。 

 

 

未読者を確認する  

① お知らせを読んでいないユーザを表示

することができます。 

WebClass にログイン後、時間割表か

らお知らせを出したい講義を選択しま

す。 

講義のページに移動したら、画面右上

の アイコンをクリックします。 

 

 

② お知らせメニューから「管理」を選択

します。 

 

③ 未読者を確認したいお知らせをクリッ

クします。 
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④ [未読ユーザを確認する]をクリックし

ます。 

 

⑤ 未読ユーザが表示されます。  

 

お知らせの作成・公開（一括投稿）  

① WebClass にログイン後、時間割表か

らお知らせを出したい講義を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

② 選択した講義の画面が表示されるので

で、画面右上のアイコンをクリックし

ます。 
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③ お知らせメニューの中の「一括投稿」

をクリックします。 

 

④ 一括投稿は CSV ファイルを取り込んで

行います。 

サンプルファイルをダウンロードし、

画面中央の「CSV ファイルの例」を参

考に作成します。 

 

※CSV ファイルは Excel に取り込んで編集が可能

です。 

※複数の講義を公開先に指定することも可能で

す。 

※お知らせの内容は、講義ごとに違うものにする 

ことも可能です。 

 

⑤ CSV ファイルを作成したら、[参照]ボ

タンをクリックして当該ファイルを選

択し、[公開]ボタンでアップロードしま

す。 

 

 

⑥ お知らせ一括投稿画面に投稿済みのお

知らせが表示されます。 
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★ポイント★ 

一括投稿用 CSV ファイルの 1 行目には、 

情報の種類を区別するために「フィールド名」を入力します。 

実際に発行するお知らせの情報は 2 行目から記入してください。 

フィールド名 説明 入力例 

course_id お知らせ発行先のコース ID

（講義コード） 

 

open_at 公開開始日 2020/7/10 

close_at 公開終了日 2020/10/1 

to_author コース管理者（担当教員） 1 又は未入力 

1：有効、未入力：無効 

to_user 学習者へ発行する 1 又は未入力 

1：有効、未入力：無効 

important 重要マーク 1 又は未入力 

1：有効、未入力：無効 

title 件名  

substance 本文  

 

 

 

 

「course_id」は以下の手順で確認できます。 

[該当のコースに入る]>[コース管理]>[開講情報]  
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確認方法（学生モード）  

① 講義画面に入った状態で、[学生として

ログインする]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

② 学生から見た画面に切り替わります。 

画面右上の通知件数が表示されている

アイコン、または画面上部の「お知ら

せがあります。」をクリックします。 

 

※設定した公開日時の前だと学生モードで表示

されません。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 確認が終わったら、学生モードの[解除]

または[管理者に戻る]をクリックして管

理者（教員）画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

以上で、お知らせ機能を使用した作業は完了です。 
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メッセージ  

メッセージの作成・公開  

投稿と共にメールでの通知も行いたい場合には、メッセージを使用します。 

① WebClass にログイン後、時間割表か

らメッセージを出したい講義を選択し

ます。 

 

② 選択した講義画面右上の 

  アイコンをクリックします。 

 

③ [メッセージ作成]をクリックします。 

 

 

④ 宛先を入力します。 

[ユーザリストから選ぶ]で当該講義の履

修学生、その他登録されているユーザ

を選ぶことができます。 

 

メッセージを送信したいユーザにチェ

ックを入れて、[選択したユーザを宛先

に追加]ボタンをクリックします。 
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⑤ 件名とメッセージ本文を入力します。 

 

※ファイルの添付も可能です。 

添付可能なファイルは 1 件のみです。 

 

⑥ このメッセージをメールでも送信した

い場合は、「□ メッセージをメールで

も送信」にチェックを入れます。 

 

※学生は標準で神大メールアドレス

(@jindai.jp)が転送先に指定されています。 

 

⑦ 最後に[送信]ボタンをクリックすると、

「送信しますか?」というメッセージが

表示されるので[OK]ボタンをクリック

します。 

 

⑧ 「メッセージが送信されました。」と

表示されます。 
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受信したメッセージの確認・返信  

① ・画面右上   アイコン 

・画面上部「メッセージがあります。」  

・時間割表「新着メッセージ」 

上記のどれかから、受信箱を開きます。 

 

※時間割画面：全てのコースのメッセージ 

教材一覧画面：そのコースに限定したメッセ

ージ 

 

 

② メッセージの受信箱に新着メッセージ

の件数と件名が表示されます。 

 

件名をクリックしてメッセージの本文

を確認します。 
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③ [返事を書く]から返信メッセージを書い

て送ることができます。 

 

※通常のメッセージ送信時と同じように 

メールへの転送も可能です。 

ｚ 
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メッセージのメール転送先の設定  

メッセージを受信したいアドレスを設定します。 

尚、初期設定で登録されているアドレスは、教員は@kanagawa-u.ac.jp、学生は

@jindai.jp です。 

① WebClass にログイン後、右上の[アカ

ウントメニュー(ご自分のアカウント

名)]をクリックし、 

[アカウント情報の変更]をクリックしま

す。 

 

 

 

② アカウント情報の変更画面が別ウィン

ドウで開きます。 

メールアドレス欄に既に入力されてい

るアドレスの後ろに『,(半角カンマ)』

を入力してから、転送したいメールア

ドレスを入力します。 

 

③ [このアドレスにテスト送信]をクリック

し、きちんと転送先にメッセージが送

信されることを確認します。 

 

 



  

 - 14 - ※無断での複製・転載・再配布禁止 

 

④ [更新]をクリックします。  

 

⑤ 緑の文字で『○○の情報を更新しまし

た。』『画面表示設定が更新されまし

た』と表示されれば完了です。 

 

 

メッセージ機能を使用した作業はこれで完了です。 
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タイムライン  

タイムラインで利用できる機能は以下の通りです。 

既存教材を公開する レポート課題を作成する 簡易テストを作成する 簡易アンケートを作成する 

チャットを作成する 簡易資料を作成する E ポートフォリオ・コンテナを作成する 

タイムライン機能を使用して作成・公開された教材等は、タイムライン上に時系列で表示

されるので、学生は「今何が起きているか」を素早く知ることができます。 

また、学生からのフィードバックを受けることもできます。 

タイムラインに学生からの書き込みを許可する  

① WebClass にログイン後、時間割から

講義画面に入り、画面左にあるタイム

ラインの   をクリックします。 

 

 

 

 

 

② テキストメッセージを掲載する場合は

そのまま[書き込み]タブの記入欄に記入

して[送信]ボタンをクリックします。 

 

学生による書き込みを許可する場合は

「学生の書き込みを許可」は[ON]にし

ておきます。 

 

 

※学生による投稿をさせない場合は[OFF]を選

択します。 
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タイムラインから教材を作成する  

① 教材を作成する場合は同じくタイムラ

イン機能の[教材の作成]タブをクリック

します。 

② 一覧の中から利用したい作成機能を選

びます。 

今回は「簡易資料を作成」を選択しま

す。 

 

※あくまで簡易的な機能となりますので、オプ

ション設定が必要な場合は、タイムラインでは

なく通常の教材作成機能をご利用下さい。 

 

タイムライン機能にはないオプション設定例 

実行回数制限や公開範囲の制限等のオプション

が省かれています。 

（教材の種類によって異なります。） 

既存の教材を公開 

非公開に設定している既存の教材を公開するこ

とができる機能です。 

 

③ タイトルを入力し、その他の欄は必要

に応じて入力します。 
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④ 添付ファイルの[ファイルを選択]ボタン

をクリックして、配布したい資料を選

びます。 

 

⑤ 最後に[新規作成]ボタンをクリックしま

す。 

 

⑥ タイムラインに配布した資料教材が表

示されます。 

 

※教材一覧にも同じ教材が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ポイント★ 

タイムラインの「学生による書き込み」は「OFF」の状態が既定となっています。 

書き込みを許可したい場合は「学生による書き込み」を「ON」の状態にします。 
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豆知識  

お知らせ関連機能には、さまざまな便利な機能が用意されていますのでご紹介します。 

 

下書き保存  

お知らせは下書きとして一時保存すること

ができます。 

下書き保存中のお知らせは、タイトルの下

に「書きかけ」と表示されます。 

※再度編集する場合は、[修正]ボタンで編集 

します。 

 

 

新着通知件数  

新しいお知らせやメッセージが配信される

と、新着の件数が表示されます。 

内容を閲覧すると、この数字は消えます。 
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使い方事例  

WebClass のお知らせ関連機能は、以下のような使い方をされています。 

事例 1 ：シンプルな操作で教材を公開したい  

通常の「教材を作成する」機能には様々な設定が可能です。 

オプション設定が不要で、ただシンプルに掲載できれば良いという場合は、タイムライン

上の「教材の作成」を利用すれば、必要最低限の項目だけで教材の公開を行うことができ

ます。 

→公開日時や、他教材の追加等の画面がないので、その分手順を大幅に省いて教材を公開

できます。 

 シンプルな操作で教材を公開できるので、初めて利用する方にもおすすめです。 

事例 2 ：履修学生からも連絡できるようにする  

タイムラインの「学生の書き込みを許可」を ON にしておけば、履修学生側からも書き込

みが可能になります。 

→ご利用の場合は学生も書き込みできる状態であることを、あらかじめ履修学生に伝えて 

 おくことをおすすめします。 

 連絡先を知らなくても、問い合わせを受け付けたり連絡事項を伝えたりすることが 

 できます。 

（例：学生「WebClass 上にレポートの提出先が見当たりません。どこに提出したら良いでしょうか?」 

   教員「提出先を作成しましたので、もう一度教材一覧を確認してみてください。」） 

 


